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サービス管理責任者兼副寮長 森本裕亮



支援実施一覧
第1回 令和6年10月21日 第10回 令和7年1月14日

第2回 令和6年11月1日 第11回 令和7年1月28日

第3回 令和6年11月14日 第12回 令和7年2月12日

第4回 令和6年11月19日 第13回 令和7年2月21日

第5回 令和6年11月25日 第14回 令和7年2月27日

第6回 令和6年12月2日 第15回 令和7年3月7日

第7回 令和6年12月6日 第16回 令和7年3月21日

第8回 令和6年12月17日 第17回 令和7年3月26日

第9回 令和6年12月20日 第18回 令和7年4月11日

中止 令和7年1月8日 第19回 令和7年4月17日



事例対象者について
19歳（支援開始時）の男性利用者

診断名：広汎性発達障害、最重度知的障害を合併

療育手帳等級：A1

障害支援区分：区分6

行動関連項目：18点以上

＊1４歳のときに三重県いなば園くすのき寮（福祉型障害児入所施設）に措置入所

＊18歳で特別支援学校高等部を卒業後、同園もみのき寮（障害者支援施設）に入所

第1回はWG会議内にて、事例対象者についての情報共有と寮内の見学を行った。



寮内の写真

個人情報を含むため、当日会場で説明します。



成育歴について

個人情報を含むため、当日会場で説明します。



日常の様子

個人情報を含むため、当日会場で説明します。



職員へのアンケート実施
もみのき寮職員への事例対象者に関するアンケート結果を共有し、減少させたい（ターゲット）

行動を検討。

＊特定の職員や利用者に対する他害

＊食器をひっくり返す行動

＊「イヤ」と支援拒否する言動

また、広域的支援人材の北氏より

＊寮内で楽しいと思える活動が少なく、人と関わるしかないのではないか

＊生活の手掛かりになる指標がほとんどなく、人の動きを頼りに生活しているのではないか

暫定的にターゲット行動に設定して、頻度や
強度について記録を取ることに。

本人の生活を豊かにし、人を頼りにしなくても行動出来るように支援していく。



寮内の写真

個人情報を含むため、当日会場で説明します。



北氏にもみのき寮内に入って頂き、実際に本人の日常生活の様子を観察してもらう。

また北氏より、もみのき寮内の会議に参加し、寮職員に支援導入の理由や根拠を説明し、

合意形成を行ってから支援を導入したいとの意向あり。

寮内や対象者の観察

時折ニコニコしたりと表情は穏やかで、ゲスト効果もあってか課題となる行動
（暫定的なターゲット行動）はみられなかった。
後日、寮内での対象者の様子を映像で確認してもらった。

職員会議に参加してもらい、寮職員からも氷山モデルシート作成の過程で意見
を出してもらいながら支援を進めていくこととなった。



シートの活用とターゲット行動の修正
寮内で記録したABCシートやスキャッタープロットを共有。

ここ数日、行動が変化しており、その様子も映像で確認してもらう。

ターゲットとする課題行動を以下の3つにする。

＊「食後、口腔内に残った残渣物を吐き出す行為」

＊「長椅子を動かす行為」

＊「他人の部屋に入り、物を持って行く行為」

職員への他害行為、食器を引っくり返す行為はほとんど見られなくなった。
デイルームや廊下に置いてある長椅子を動かす行為や、他利用者の部屋に
入って物を持って行く行為が増えている。



シートの活用とターゲット行動の修正
ABCシート スキャッタープロット



長椅子を動かす行為

個人情報を含むため、当日会場で説明します。



他人の部屋に入り、物を持って行く行為

個人情報を含むため、当日会場で説明します。



職員会議への参加
北氏がもみのき寮職員会議に参加。

寮職員に支援導入の理由や根拠の説明を行い、一緒に氷山モデルシートを作成。

会議内で出た意見をもとに、北氏がストラテジーシートを作成。
北氏のストラテジーシートをもとに、サビ管が支援手順書を作成。
年明けから手順書に沿った支援を開始することに。

しかし新年早々、もみのき寮内で感染症が流行したため、手順書による支援開始は
1月中頃までずれ込むことに。



職員会議写真

個人情報を含むため、当日会場で説明します。



食後、口腔内に残った残渣物を吐き出す行為
氷山モデルシート ストラテジーシート
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長椅子を動かす行為
氷山モデルシート ストラテジーシート
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他人の部屋に入り、物を持って行く行為
氷山モデルシート ストラテジーシート
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3ヶ月の振り返り
集中的支援が3ヶ月を経過したため、これまでの経緯や現状をWG会議の参加者で共有。

対象者のアセスメントや氷山モデルシート・ストラテジーシートの作成、手順書の作成等、

実際に支援を開始するまでに3ヶ月ほど要する。

⚫ 国が想定する3ヶ月というのは難しく、支援を開始してPDCAサイクルでブラッシュアッ
プしていくには、やはり6ヶ月は必要ではないか。

⚫ 支援をする上でチーム内で合意形成を図る必要があるが、支援の意味や手順書の理解
について職員により差が生じているのが現状。



手順書による支援開始
食後、口腔内に残った残渣物を吐き出す行為

について、手順書による支援を開始。

職員により支援方法が異なる部分も
あるが、予想していたよりもスムーズ
に支援が浸透した。
支援により対象者の行動変容も見ら
れたが、しばらくはアセスメントのた
め手順書通りに支援を継続。



手順書による支援開始

個人情報を含むため、当日会場で説明します。



支援の課題と修正
食後の口腔ケアは対象者、職員ともに共通認識になりつつある。

しかし支援に至るまでの段階（下膳方法や誘導方法）にバラつき

があるという課題も。

北氏に、実際に手順書による支援の現場を見てもらい、

アドバイスを頂く。

⚫ 洗面台の立つ位置に足跡のマークを描く。
⚫ 手順書の流れを撮影して、全職員が映像で確認
できるようにする。



手順書の流れを撮影

個人情報を含むため、当日会場で説明します。



手順書による支援開始
「長椅子を動かす行為」、「他人の部屋に入り、物を持って行く行為」について、

当初は「一人見守り時の対応」として手順書を作成する予定だったが、

時間が不規則で状態が抽象的だったため、手順書作成が難航。

会議内で再検討し、「スケジュールを提示した支援」として、手順書を作成して
支援することに。



手順書
（スケジュールを提示した支援）

個人情報を含むため、当日会場で説明します。



手順書による支援開始
「長椅子を動かす行為」、「他人の部屋に入り、物を持って行く行為」について、

当初は「一人見守り時の対応」として手順書を作成する予定だったが、

時間が不規則で状態が抽象的だったため、手順書作成が難航。

手順書による支援を開始したが、いきなり課題が。

会議内で再検討し、「スケジュールを提示した支援」として、手順書を作成して
支援することに。

⚫ 職員の顔写真に注目し、スケジュールに意識が向かない。
⚫ カードが小さく、マグネットが取れない。

マグネットはマジックテープに変更し、職員の顔写真は小さく、スケジュールカード
を大きくして再度取り組むことに。



スケジュールボードの変更

個人情報を含むため、当日会場で説明します。



支援の課題と修正
前回の課題を修正して対応したが、本人のスケジュールに対する意識が定着しておらず、

再アセスメントが必要。

その結果、リングカードを作成し、支援の場面で職員が写真カードを見せてから支援を行う

方法を開始。

⚫ イラストより写真の方が反応が良い。
⚫ 写真も、イメージ写真より人物（特に本人や支援者）が映った写真の方が良い。

⚫ 写真カードの意味理解や、支援の場面や移動の場面での結びつきを期待。
⚫ 対象者にスケジュールの意識が定着した頃に、スケジュールボードを再度使用していく。



支援の課題と修正

写真カードは、対象者も指差しするなど
反応は上々。
まだ全ての場面で行動と結びつくわけで
はないが、今後も様々な場面の写真カー
ドを作成して使用していくこととした。



6ヶ月の振り返り
WG会議内にて、集中的支援のこれまでの振り返りを行う。

会議参加者からの意見として、

⚫ 6ヶ月かけてようやく職員内でも、構造化支援の効果を実感し始めているところでの終
了はもったいないと感じる。

⚫ 導入初期に集中的支援の説明とASDの特性理解の学習の機会が必要ではないか。

⚫ 支援グッズや手順書の作成、職員への周知、またそれらの修正等が業務負担となる可能
性がある。

⚫ 実際に支援にあたっている職員の考え方に変化があったのか気になる。



現在の支援の状況
口腔ケア支援を実施していくことで、残渣物を吐き出す行為は減少していった。

一方で新しい行動として、わずかに口腔内に残った残渣物や食べかすを特定の場所に

付ける行為が出てきた。

リングカードについて、本人にとって理解しやすいカードと理解しにくいカードがあるのか、

まだ写真カードと行動の結びつきが十分でない場面がある。

また足の裏を触り始めると、全ての支援に対して拒否を示す場面が増えた。

口腔ケアを継続しながら、新しい行動についてもこの6ヶ月で学んだプロセスを
踏まえて支援を検討していく。

カードの写真を変えてみる等、本人にとってわかりやすく、見通しが持ちやすい
ものはないかアセスメントしていく。



職員の反応
⚫ これまでに対象者から他害を受けた経験もあり、口腔ケアの場面で少し不安だったが支
援出来ていることで安心している。

⚫ 新たなこだわり（足の裏を触る等）に対しても、カードや視覚支援で見通しを持ってもら
えればと思う。

⚫ 見通しが持てないから行動が出来ないといった考えはなかった。

⚫ 職員への他害が少なくなり、落ち着いた印象がある。

⚫ もう少し早く統一した支援が始められていれば、職員に対する反応の違いも少なくなっ
ていたのかもしれない。

⚫ チームの中で、ベテラン（リーダー）の意見がどうしても通りやすいが、また別の視点が
入ることはチームとしても良いこと。



支援実施一覧
第1回 令和6年10月21日　WG会議 第10回 令和7年1月14日　WG会議

第2回 令和6年11月1日　会議 第11回 令和7年1月28日　職員会議

第3回 令和6年11月14日　会議 第12回 令和7年2月12日　会議

第4回 令和6年11月19日　現場観察 第13回 令和7年2月21日　職員会議

第5回 令和6年11月25日　現場観察 第14回 令和7年2月27日　会議

第6回 令和6年12月2日　会議 第15回 令和7年3月7日　現場観察

第7回 令和6年12月6日　現場観察 第16回 令和7年3月21日　職員会議

第8回 令和6年12月17日　会議 第17回 令和7年3月26日　会議

第9回 令和6年12月20日　職員会議 第18回 令和7年4月11日　会議

中止 令和7年1月8日 第19回 令和7年4月17日　WG会議



集中的支援を通して
⚫ 通常業務を行いながら集中的支援を進めていくことに、負担と感じる場面も少なくな
かったことは事実。

⚫ 現場からの期待感と、実際の支援や対象者の反応との温度差も感じた。

⚫ 「本人の生活を豊かにする、困り感をなくす」という本題に対して、常にアプローチして
いくことが出来なかった。

⚫ 今回の支援を通して自分自身の視野が広がり、他の利用者支援のヒントになっている。

⚫ 構造化することで、対象者自身ももちろんだが、職員もやるべきことが明確になり、支
援が統一されるようになった。



集中的支援を通して

個人情報を含むため、当日会場で説明します。



最後までご清聴頂きありがとう
ございました。
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